第4回　神戸女子大学看護セミナー　講演「実践科学としての看護への期待」 by 村上 陽一郎 & Yoichiro Murakami
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たとき，あるいは 13 トリソミーや 18 トリソミーの女児
（男児はほとんど，致死性ですからまず生まれることは
ないでしょうが）．重篤な＜ 13 ＞でも，生きていること
もある．それから 4p 欠失症，これは 5p もありますでしょ














































なるとそれが com，community の com ですけれども，
com になる．pathy と passion は同じです．











りました．sympathy というのは <the feeling of being 
sorry for someone, who is in a bad situation and 




compassion は ち ょ っ と 違 う ん で す． ＜ a strong 
feeling of sympathy for people who are suffering, 
and a desire to help them ＞となっています．strong 
feeling of sympathy ですから，sympathy よりちょっ
と度が強いみたいね．非常に強い同情の感情．苦し
んでいる人々に対する，非常に強い同情の感情，そ
し て， そ う い う 人 た ち を 助 け よ う と い う 思 い， こ
れ が compassion． だ か ら， 英 語 で は sympathy と
compassion は必ずしも全く同じには使われていないよ
うです．
それに対してさらに  empathy は，＜ the ability to 













































































































































注）本文は，2018 年 9 月 1 日に行われた，第 4 回神戸
女子大学看護セミナーにおける村上陽一郎先生の特別講
演の内容を，神戸女子大学看護セミナー委員会が看護学
部紀要原稿として，できる限り先生が語られた言葉その
ままにお伝えできるように編集したものである．
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